
V3目指し、飛驒牛を選抜
10月に長崎県で開催される全国和

牛能力共進会に向けて、飛驒牛出品候

補牛の選抜・合同訓練が行われました。

真剣な眼差しで牛の選抜審査を見

つめる参加者。本大会に向けて期待

が高まります。（関連記事は16ページ）

4月18日撮影：�飛驒家畜流通センター
（冬頭町）
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東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
が
れ
き
の
広
域
処
理
（
※
）
を
め
ぐ
り
、
国
は
全
国
の
自
治
体
に
協

力
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
市
町
村
に
対
し
て
も
、
環
境
省
が
３
月
に
が
れ
き
受
け
入
れ
要

請
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
首
長
か
ら
は
、
処
理
に
前
向
き
な
意
見
や
、
焼
却
灰
の

最
終
処
分
場
確
保
の
問
題
、
住
民
理
解
に
向
け
た
不
安
、
国
の
情
報
不
足
な
ど
、
数
多
く
の
意
見

や
注
文
が
相
次
い
だ
中
、
当
市
は
「
が
れ
き
の
受
け
入
れ
は
で
き
な
い
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

被
災
地
の
早
期
復
興
に
と
っ
て
、
が
れ
き
処
理
は
欠
か
せ
な
い
過
程
で
あ
る
こ
と
は
存
じ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
日
本
人
と
し
て
、
被
災
地
の
ご
苦
労
を
分
か
ち
合
う
意
味
で
も
、
全
国
の

市
町
村
が
一
致
団
結
し
て
が
れ
き
を
処
理
す
べ
き
と
の
思
い
も
同
調
で
き
る
部
分
は
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
次
に
申
し
上
げ
る
理
由
か
ら
、
私
は
受
け
入
れ
拒
否
の
決
断
に
至
り
ま
し
た
の
で
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

●
放
射
性
物
質
を
全
国
に
拡
散
さ
せ
る
広
域
処
理
に
疑
問

国
は
、
広
域
処
理
を
依
頼
す
る
が
れ
き
の
基
準
値
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
国
際
的
に
み
る
と
低

レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
管
理
（
つ
ま
り
拡
散
防
止
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
値
で
す
。

ま
た
、
全
国
に
あ
る
焼
却
施
設
と
埋
立
場
の
性
能
も
課
題
の
一
つ
で
す
。
が
れ
き
を
焼
却
す
る
こ

と
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
大
気
拡
散
と
、
焼
却
灰
埋
立
場
か
ら
の
放
射
性
物
質
放
出
へ
の
き
め
細

か
な
対
応
策
を
国
は
明
言
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
医
学
的
・
科
学
的
な
デ
ー
タ
の
提
供
不
足

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
る
国
の
基
準
で
す
が
、
そ
の
他
の
放
射
性
物
質
も
網
羅

し
た
上
で
精
密
に
調
査
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
が
れ
き
の
搬
出
や
運
搬
、
焼
却
、
埋
め
立
て
の
処

理
過
程
で
、
人
体
に
与
え
る
放
射
性
物
質
の
影
響
を
、
国
は
き
ち
ん
と
し
た
デ
ー
タ
で
裏
付
け
て

い
ま
せ
ん
。
私
に
は
、
国
が
安
全
性
を
拙
速
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
放
射
能

に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
に
は
、
精
密
な
科
学
的
デ
ー
タ
を
要
す
る
と
考
え
ま
す
。
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
結
果
が
将
来
に
出
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
な
の
で
す
。

●
風
評
被
害
へ
の
懸
念

原
発
事
故
の
影
響
で
昨
年
は
外
国
人
観
光
客
数
が
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
ほ
か
、
飛
驒
牛
の
価
格

震
災
が
れ
き
と
復
興
支
援
に
つ
い
て

※がれきの広域処理
国は、東日本大震災で発生したがれきのうち、岩手県で約57万トン、宮城県で約344万トンを県外の廃棄物処
理施設で受け入れ・処理することを求めています。なお、広域処理では焼却前で240～ 480ベクレル／ kg以下、
焼却後の焼却灰で8,000ベクレル／ kg以下となるものを対象としています。

2
2012.5.1



低
迷
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
震
災
前
の
水
準
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
苦
し

み
を
二
度
と
味
わ
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
例
え
全
国
民
が
放
射
能
や
が
れ
き
処
理
を
正
し
く

理
解
し
て
も
、
外
国
人
に
対
す
る
風
評
を
払
拭
で
き
る
か
は
不
明
で
す
。

●
広
域
処
理
に
国
費
を
投
じ
る
こ
と
へ
の
非
効
率
性

が
れ
き
処
理
そ
の
も
の
に
国
費
を
投
じ
る
こ
と
自
体
は
何
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
域
処
理

に
投
じ
て
は
、
被
災
地
の
経
済
に
対
す
る
直
接
的
な
効
果
が
薄
ら
い
で
し
ま
い
ま
す
。
被
災
地
で

が
れ
き
を
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
に
国
費
が
投
じ
ら
れ
、
雇
用
が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
の

再
生
を
よ
り
助
長
さ
せ
る
と
考
え
ま
す
。

私
は
市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
を
守
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
決
定
的
な
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て

い
な
い
今
、
目
に
見
え
な
い
放
射
能
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
豊

か
な
地
域
を
子
々
孫
々
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
も
、
私
は
広
域
処
理
に
反
対
し
ま
す
。
そ
し
て
、
国

に
対
し
て
粘
り
強
く
、
放
射
能
に
関
す
る
情
報
の
開
示
や
が
れ
き
処
理
の
判
断
材
料
の
提
供
な
ど

を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

市
と
し
て
は
被
災
地
の
復
興
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
の
支
援
を
今

後
と
も
力
強
く
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
と
生
活
支
援
を
今
後
と
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
当
市
に
は
県

内
で
最
も
多
い
避
難
者
（
※
）
が
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
で
ふ
る
さ
と
を
や
む
を
得
ず
離

れ
た
皆
様
の
、
心
と
生
活
を
き
ち
ん
と
受
け
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
外
で
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
べ
な
い

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
を
、
今
後
と
も
夏
休
み
な
ど
に
温
か
く
受
け
入
れ
ま
す
。
一
方
で
、
被
災

地
に
対
し
て
は
、
義
援
金
や
救
援
物
資
、
職
員
の
派
遣
と
い
っ
た
物
的
・
人
的
な
支
援
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
有
効
な
被
災
地
支
援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
様
々
な
ご
意
見
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜市長からのメッセージ〜

高
山
市
長

※高山市への避難者
東日本大震災直後より、市では震災避難者の受け入れを行っています。4月23日現在で24世帯58人（震
災後の延べで56世帯149人）です。
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●ケーブルテレビでは「ぎふ清流国体」の番組を放送中です

整
備
概
要

東
西
自
由
通
路

延
長
約
1
2
0
ｍ
、
幅
員
6
ｍ
、
そ
の

他
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
と
し
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
2
基
（
東
西
各
１
基
）、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
4
基
（
東
西
各
2
基
）、
多
機
能
ト
イ

レ
１
カ
所
（
東
口
）

Ｊ
Ｒ
高
山
駅
舎

面
積
1
9
0
0
㎡
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施

設
と
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
2
基
（
各
ホ
ー
ム

1
基
）、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
2
基
（
各
ホ
ー

ム
1
基
）、
多
機
能
ト
イ
レ
1
カ
所

東
西
駅
前
広
場

東
口
駅
前
広
場
・
面
積
約
5
5
0
0
㎡
、

西
口
駅
前
広
場
・
面
積
約
3
4
0
0
㎡

整
備
の
特
徴

▽�
駅
東
西
を
つ
な
ぐ
自
由
通
路
を
新
設
し
、

橋
上
駅
舎
（
線
路
や
ホ
ー
ム
の
上
空
に
改

札
が
あ
る
駅
の
こ
と
）
を
一
体
的
に
整
備

す
る
こ
と
で
、
駅
西
側
か
ら
も
直
接
高
山

駅
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

現
在
の
駅
舎
は
線
路
西
側
の
2
番
ホ
ー
ム

へ
階
段
を
使
っ
て
地
下
道
で
行
き
来
し
ま

す
が
、
新
設
駅
舎
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利

用
し
各
ホ
ー
ム
に
移
動
で
き
ま
す
。

▽�

東
西
駅
前
広
場
を
整
備
し
、
玄
関
口
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
景
観
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

▪
平
成
28
年
度
…
自
由
通
路
お
よ
び
駅
舎
供

用
開
始
、
西
口
駅
前
広
場
供
用
開
始

▪
平
成
29
年
度
…
東
口
駅
前
広
場
供
用
開
始

高
山
市
周
辺
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
交
通
結
節
点
と
し
て
の
利

便
性
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
駅
東
西
の
一
体
的
な
整
備
な
ど
、
飛
驒

地
域
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
都
市
空
間
の
形
成
を
進
め
る
た
め
、
平

成
10
年
度
よ
り
「
高
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な
ど
の
区
画
道
路
や
都
市
計
画
道
路
、

ポ
ッ
ポ
公
園
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
高
山
駅
舎
と
東

西
自
由
通
路
、
駅
前
広
場
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

高
山
駅
舎
・
高
山
駅
東
西
自
由
通
路

平
成
28
年
度
に
完
成
！

問
合
先

駅
周
辺
整
備
課

☎
35
―

３
１
８
０

※�

各
イ
メ
ー
ジ
図
は
現
時
点
で
の
案
で
す

の
で
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

飛驒の玄関、装い新たに

自由通路イメージ図東口イメージ図

西口イメージ図

至 岐阜方面

至 富山方面

JR高山駅
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●がんばろう日本！　～飛驒高山は東日本を応援しています～

みなさんの活動を応援します�～各種助成事業を活用ください～

市
と
市
内
の
3
ホ
テ
ル
は
4
月
10

日
、
災
害
発
生
時
に
道
路
や
鉄
道
が

寸
断
す
る
な
ど
で
帰
宅
困
難
に
な
っ

た
観
光
客
な
ど
に
、
ホ
テ
ル
の
宴
会

場
な
ど
を
一
時
避
難
所
と
し
て
提
供

す
る
「
災
害
時
の
避
難
所
施
設
利

用
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
自
治
体
が
宿
泊
施
設
と
同
種
の

協
定
を
結
ぶ
の
は
県
内
初
で
す
。

ホ
テ
ル
は
、
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
（
花
岡
町
2
）、
高
山
グ
リ
ー
ン

ホ
テ
ル
と
災
害
時
避
難
所
の
協
定
を
締
結

帰
宅
困
難
観
光
客
の
一
時
避
難
所
に

県内初

協定書に署名する3ホテルの代表と國島市長（右）

ホ
テ
ル
（
西
之
一
色
町
2
）、
ホ
テ

ル
ア
ソ
シ
ア
高
山
リ
ゾ
ー
ト
（
越

後
町
）
で
、
市
の
要
請
に
応
じ
て
、

宴
会
場
や
ロ
ビ
ー
、
空
き
室
を
避

難
所
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

調
印
式
に
あ
た
り
國
島
市
長
は

「
今
回
の
申
し
出
は
観
光
地
と
し
て

大
変
あ
り
が
た
い
。
官
民
が
手
を

取
り
合
い
、
有
事
の
際
の
万
全
な

体
制
を
取
り
た
い
」
と
語
り
、
ひ

だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
の
堀ほ

り

泰や
す

則の
り

社
長

は
「
こ
の
地
を
訪
れ
た
観
光
客
を

地
元
で
き
ち
ん
と
お
守
り
し
た
い
。

よ
り
よ
い
観
光
地
づ
く
り
を
今
後

と
も
進
め
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
際
に
首
都
圏

で
大
量
の
帰
宅
困
難
者
が
出
た
こ

と
か
ら
、
観
光
地
と
し
て
何
ら

か
対
応
で
き
な
い
か
と
ホ
テ
ル
側

か
ら
市
へ
打
診
が
あ
っ
た
も
の

で
、
今
回
の
締
結
に
よ
り
、
約

３
０
０
０
人
（
３
ホ
テ
ル
計
）
の

受
入
れ
が
可
能
で
す
。

●姉妹友好都市との交流事業をサポート
都市提携委員会民間団体主催事業補助金
対象事業◦�姉妹友好都市（松本市、越前市、平塚市、上山市）と

の間で活動目的を同じくする団体間の交流事業や、友
好交流を目的に相手先へ出向く事業または視察訪問

対 象 者◦市内に事業所または住所を有する団体ほか
補 助 額◦ �2 万円を上限（1団体につき年 1回）
申込方法◦�随時受付（事前に
　　　　　お問い合せください）

●文化事業をサポート
文化振興事業支援補助金
対象事業◦�市民を対象に文化振興を図る目的で市内で

9月末までに開催される収益を求めない事業
対 象 者◦�文化活動を目的とし、市内に事務局また

は住所を有する団体
補 助 額◦�対象経費の 1／ 3以内で45万円以内
申込方法◦�生涯学習課の窓口、　�にある申請書に

記入の上、事業計画書や予算書などを
添えて5月 15日㈫までに窓口へ提出

●外国人受入れをサポート
おもてなし国際化促進事業補助金
対象事業◦�施設屋内に設置される外国語表記の案

内板やパンフレット、商品メニューなど
の新規作成

対 象 者◦�外国人観光客を受け入れるための自主
的、主体的な取り組みを行おうとする民
間事業者など

補 助 額◦�対象経費の 2／ 3以内で20万円以内
（1団体につき年 1回）

申込方法◦�随時受付（海外戦略室の窓口、　�にあ
る申請書に記入の上、事業計画書や見
積書などを添えて窓口へ提出）

●市民活動団体の設立や活動をサポート
市民活動事業補助金
対象事業◦�市民のみなさんが自ら行う地域の活性化や地域課題の

解決につながるまちづくり活動
対 象 者◦市に団体登録している市民活動団体
補 助 額◦�対象経費の 1／ 2以内で30 万円以内（その他に要

件がありますので、お気軽にお問い合わせください）
申込方法◦�市民活動推進課の窓口、　�にある申請書を記入の上、

事業計画書や予算書などを添えて5月 15 日㈫までに
窓口へ提出

市民活動団体設立補助金
対象経費◦�市民活動団体を設立し、活動を開始するために必要な

経費
補 助 額◦対象経費の 1／ 2以内で3万円以内
申込方法◦随時受付（事前に
　　　　　お問い合せください）

申 込
問合先

市民活動推進課
☎35‒3412

申 込
問合先

都市提携委員会事務局
（市民活動推進課内）
☎35‒3412

申 込
問合先

生涯学習課
☎35‒3155

申 込
問合先

海外戦略室
☎35‒3346

問
合
先

危
機
管
理
室

☎
35
―

３
３
４
５

HP HP

HP
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毎月 28 日は「岐阜県防災点検の日」です。災害への備えをチェックしましょう

あ
り
、
現
在
そ
の
ば
ら
つ
き
を
全

国
的
に
是
正
す
る
過
程
に
あ
り
ま

す
。そ

の
た
め
、
負
担
水
準
（
評
価

額
に
対
す
る
課
税
標
準
の
割
合
）

が
低
い
土
地
に
つ
い
て
は
税
負
担

を
据
え
置
い
た
り
、
な
だ
ら
か
に

税
負
担
を
引
き
上
げ
て
い
く
仕
組

み
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、

地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
固
定

資
産
税
が
高
く
な
っ
て
い
る
土
地

が
あ
り
ま
す
。

※�

負
担
水
準
な
ど
に
つ
い
て
は
納

税
通
知
書
同
封
の
資
料
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

Q
住
宅
用
地
の
税
金
の
計
算

方
法
が
改
正
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
変
更
し
ま

し
た
か
。

A
負
担
水
準
の
低
い
住
宅
用

地
に
つ
い
て
は
、
負
担
水

準
が
8
割
に
達
す
る
ま
で
課
税
標

準
額
を
少
し
ず
つ
引
上
げ
て
い
く

も
の
で
し
た
が
、
法
律
が
改
正
さ

れ
て
平
成
24
年
度
と
平
成
25
年
度

で
は
負
担
水
準
の
上
限
を
8
割
か

ら
9
割
に
、
平
成
26
年
度
に
は
そ

の
上
限
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

教えて！
固定資産税
固定資産税・都市計画税の
納税通知書を5月 1日に発送
しました。これらの税金の質問
にお答えします

問
合
先

税
務
課

☎
35
―

３
１
３
６

い
い
ま
す
）
を
毎
年
1
月
1
日
現

在
で
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

Q
今
年
の
途
中
で
売
買
の

あ
っ
た
固
定
資
産
に
対
す

る
固
定
資
産
税
は
誰
が
納
め
る
の

で
す
か
。

A
年
の
途
中
で
売
買
さ
れ
た

固
定
資
産
で
も
、
固
定
資

産
税
は
全
て
賦
課
期
日
で
あ
る
1

月
1
日
現
在
の
登
記
簿
上
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
年
の
1
月
2

日
以
降
に
売
却
さ
れ
た
場
合
は
不

動
産
登
記
済
の
も
の
で
も
、
納
税

通
知
書
は
今
年
の
1
月
1
日
時
点

で
の
所
有
者
に
送
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
未
登
記
家
屋
の
所
有
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Q
今
年
の
3
月
に
家
屋
を
取

り
壊
し
た
の
で
す
が
、
今

年
度
分
も
こ
の
家
屋
に
課
税
さ
れ

て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

A
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
1

月
1
日
現
在
に
家
屋
が
存

在
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
所
有
者
に

1
年
分
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た

場
合
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

Q
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な

る
資
産
は
何
で
す
か
。

A
土
地
、
建
物
（
家
屋
）
お

よ
び
償
却
資
産
が
固
定
資

産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
償
却
資
産
と
は
会
社
や

個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
機
械
・
器
具
・
備
品

な
ど
を
い
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標

準
額
（
税
金
の
計
算
の
も
と
に
な

る
額
）
の
合
計
が
次
の
金
額
に
満

た
な
い
場
合
に
は
、
固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

土
地
…
30
万
円
、
家
屋
…
20
万

円
、
償
却
資
産
…
1
5
0
万
円

Q
固
定
資
産
税
を
納
め
る
人

は
誰
で
す
か
。

A
原
則
と
し
て
土
地
、
家
屋

お
よ
び
償
却
資
産
（
こ
れ

ら
を
総
称
し
て
「
固
定
資
産
」
と

Q
昨
年
の
12
月
に
古
い
住
宅

を
取
り
壊
し
、そ
の
あ
と
、

駐
車
場
に
し
た
と
こ
ろ
、
土
地
の

固
定
資
産
税
が
高
く
な
っ
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

A
宅
地
の
う
ち
住
宅
用
地
に

つ
い
て
は
、
そ
の
税
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
特
例
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
税
額
が
高

く
な
っ
た
の
は
、
住
宅
用
の
家
屋

が
取
り
壊
さ
れ
た
た
め
に
、
1
月

1
日
現
在
で
は
住
宅
用
地
に
認
定

さ
れ
な
く
な
り
、
特
例
措
置
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

Q
平
成
20
年
に
住
宅
を
新
築

し
ま
し
た
が
、
今
年
度

分
か
ら
急
に
固
定
資
産
税
が
高
く

な
っ
た
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
。

A
新
築
の
住
宅
に
対
し
て

は
、
住
宅
建
築
の
促
進
を

図
る
た
め
、
3
年
間
の
減
額
制
度

が
あ
り
、
3
年
間
は
住
宅
に
対
す

る
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

が
、
減
額
の
期
間
が
終
了
す
る
4

年
目
（
平
成
24
年
度
）
か
ら
は
本

来
の
税
額
と
な
る
た
め
、
高
く
な

り
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
中
に
新
築
さ

れ
た
3
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐

火
住
宅
な
ど
に
つ
い
て
は
5
年
間
減

額
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
24
年

度
か
ら
は
減
額
の
期
間
が
終
了
と

な
り
、
本
来
の
税
額
に
な
り
ま
す
。

Q
共
有
名
義
で
所
有
す
る
固

定
資
産
は
ど
の
よ
う
に
課

税
さ
れ
る
の
で
す
か
。

A
納
税
通
知
書
は
、
共
有

代
表
者
宛
て
に
送
付
し

ま
す
。
共
有
名
義
で
所
有
す
る
固

定
資
産
の
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

は
、
単
独
名
義
で
所
有
の
固
定
資

産
と
は
別
に
共
有
代
表
者
宛
て
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
共
有
代
表
者

の
方
は
共
有
者
を
代
表
し
て
納
め

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
共
有
代
表

者
を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Q
固
定
資
産
の
所
有
者
が
死

亡
し
た
場
合
は
ど
の
よ
う

に
課
税
さ
れ
る
の
で
す
か
。

A
相
続
等
の
不
動
産
登
記
が

さ
れ
る
ま
で
法
定
相
続
人

の
中
か
ら
代
表
者
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
納
税
通
知
書
は
そ
の
代
表

者
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
相
続
放
棄
な
ど
を
さ
れ

た
場
合
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

Q
地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の

に
固
定
資
産
税
が
高
く

な
っ
て
い
る
土
地
が
あ
る
の
は
な

ぜ
で
す
か
。

A
地
域
に
よ
り
評
価
額
に

対
す
る
税
負
担
に
差
が

6
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飛
（ふ�る�さ�と�納�税）

驒高山ふるさと基金への寄附受付状況

たくさんのご寄附をありがとうございます

みなさんの ｢想い・願い」をしっかりと受け止め、心の
ふるさと飛驒高山のまちづくりに活かします。

寄 附 件 数　263件
寄附金総額　26,081,694円
( 平成 20 年 5 月から平成 24 年 4 月までの集計 )

●�ふるさと納税の状況は、ホームページでも公開しています。
http://www.city.takayama.lg/kikaku/kihu.html
●�ふるさと納税の仕組みなど、インターネット TVで公開中です。

http://www.city.takayama.lg.jp/net-tv/index.html
●�ふるさと納税をかたった詐欺にご注意ください。
　�市では、お電話などで振込先をお伝えして送金をお願いする
ことは一切ございません。
●�市外の家族、親せき、友人へのPRなど、お気軽にご相談くだ
さい。

財政課�☎35―3132

企画課�☎35―3131

問合先

問合先

いただいた寄附金を、5つのメニューに活用します

ふるさと納税

メニュー❶

高山祭と古い町並～ふるさと伝統応援～
●飛驒高山まちの博物館特別展開催事業
　�城下町高山の新しい拠点として平成 23 年 4 月に
オープンした飛驒高山まちの博物館（上一之町）
において特別展を開催し、市民や観光客など多く
のみなさんにより高山の魅力を感じてもらえるよ
う活用します。
　○�事業費／226万円（うちふるさと基金226万円）

◆基金に積み立てた寄附金
　( 平成 23年 1月から平成23年 12月 )

24 件　340 万 2 千円
◆取り崩して各事業に活用する

飛驒高山ふるさと基金
680 万 4 千円

メニュー❸

飛驒牛と匠の技～ふるさとブランド応援～
●物産宣伝推進事業
　�各地で飛驒高山展を開催し、物産販売と観光のPR
を行うことで、飛驒高山ブランドのイメージを高
めます。
　○�事業費／ 1,600 万円
　　　　　　　（うちふるさと基金 20万円）

メニュー❹

人情あふれる飛驒人のやさしさ
～ふるさとふれあい応援～

●おもてなし国際化促進事業
　�高山市を訪れる多くの外国人が快適に観光できる
よう、民間事業者が外国語パンフレットを作成す
る費用などに助成します。
　○�事業費／1,100万円（うちふるさと基金94万円）

メニュー❺

みんな応援したい～ふるさとおまかせ応援～
●岐阜国体開催事業
　�平成 24 年 9月から
県内各地で開催され
る「ぎふ清流国体」
の高山会場競技（バ
スケットボール、ハ
ンドボール、アー
チェリー）に活用し
ます。
　○�事業費／ 2億 1,500 万円
　　　　　　（うちふるさと基金 320万 4千円 )

メニュー❷

緑豊かな農山村景観～ふるさと原風景応援～
●歴史遺産等保存活用事業
　�昨年に引き続き江戸街道（朝日・高根地域）や郡
上街道（清見・荘川地域）などの修復を行い、歴
史街道の保存整備を進めます。
　○�事業費／ 510万円（うちふるさと基金 20万円）

東山三社所蔵の円空仏（現在展示中）

本大会競技の一つ
「アーチェリー」

飛驒高山への想いや願い
事業に活かします

飛驒高山を応援いただく全国のみなさんから寄せられたふるさと納税。
高山市では、寄附金と同額を ｢飛驒高山ふるさと基金｣ から取り崩し、寄
附者と市、市民が一体となったまちづくりを進めています。
平成 24年度は、下記の事業に活かします。
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今月の人権標語 「ひろげよう  みんなをおもう  そのきもち」 （山王小5年 田
た

中
なか

 健
けん

太
た

郎
ろう

） ※学校・学年は23年度

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
を
対
象
に
、

「
湯
・
遊
健
康
講
座
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

講
座
に
は
、
専
門
の
講
師
が
指
導
に
あ
た
り
、
自
分
に
合
わ
せ
た
コ
ー

ス
が
選
択
で
き
ま
す
。

始
め
ま
せ
ん
か
、
健
康
づ
く
り

湯
・
遊
健
康
講
座（
前
期
）

第
14
回

飛
驒
高
山
端
午
の
節
句

市
内
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
な

ど
約
50
カ
所
に
、鎧
兜
や
武
者
人
形
、

こ
い
の
ぼ
り
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
◦
5
月
1
日
㈫
〜
6
月
5
日
㈫

時
間
◦
各
展
示
施
設
の
開
館
・
営
業

時
間
内

飛
驒
の
里
５
月
の
催
し

5
月
1
日
㈫
〜
6
月
5
日
㈫
は

端
午
の
節
句
と
し
て
、
館
内
に
鯉
の

ぼ
り
や
五
月
人
形
を
展
示
す
る
ほ

か
、
和
紙
の
大
き
な
こ
い
の
ぼ
り
も

展
示
し
ま
す
。

ま
た
連
休
中
は
、
三
味
線
と
和

太
鼓
の
演
奏
や
ク
ラ
フ
ト
展
な
ど
楽

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

※�

市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で
き
る

も
の
を
提
示
す
る
と
入
園
無
料
で
す
。

高た
か

屹た
わ

山や
ま

山
開
き

市
民
家
族
ふ
れ
あ
い
登
山

片
道
約
2
時
間
30
分
か
け
て
標
高

１
３
０
３
ｍ
の
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

期
日
◦
5
月
5
日
㈷

時
間
◦
午
前
8
時
に
飛
驒
川
河
川

公
園
駐
車
場
に
集
合

乗
鞍
岳
山
開
き
祭

期
日
◦
5
月
15
日
㈫

時
間
◦
朴
の
木
平
駐
車
場
を
午
前

8
時
45
分
に
登
山
バ
ス
出
発

場
所
◦
乗
鞍
鶴
ヶ
池
駐
車
場（
畳
平
）

※�

乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
自
然
保
護
と
渋

滞
緩
和
の
た
め
マ
イ
カ
ー
規
制
中
で
す
。

バ
ス
か
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
合
先

市
民
課

☎
35
―

３
１
３
７

対
象
者
◦
高
山
市
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

18
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
保
険

料
に
未
納
の
な
い
方

場　

所
◦
ヒ
ー
ロ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
（
花
岡
町
２
・
ひ
だ
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
内
）

参
加
料
◦
無
料

申
込
方
法
◦
5
月
11
日
㈮
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
希
望
コ
ー
ス
（
第
2
希
望

ま
で
）、
国
民
健
康
保
険
の
記
号

番
号
（
高
○
○
○
）
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
被
保

険
者
番
号
を
明
記
の
上
、
市
民
課

へ�　

ま
た
は　

�

に
よ
り
申
し
込

む
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

HP

ハガキ

▪アクアビクス
　�体にかかる浮力、水圧などの負荷を利用するスポーツで、音楽に合わせて
楽しく体を動かします。
▪水中ウォーキング
　�陸上の１/10 の負担で、体に無理なく行える水中ウォーキングの指導が受
けられます。リハビリウォーキングCより、水中ウォーキングD・Eの方
が少しきつい内容です。
▪水泳教室
　�初心者向けと一般向けの 2コースがあり、初心者は水慣れから初級クロー
ルまで、一般向けは初級・中級（平泳ぎ・バタフライ）、上級（4泳法）の
レベルに応じたコースで指導が受けられます。

元気な方はもちろん、腰痛や関節痛の改善・予防におすすめです
アクアビクス・水泳教室・水中ウォーキング教室の日程

春のイベント情報
Infomation on Spring Events
飛驒高山から元気を発信します

内　　容 コース名 募集人数 日　　程 時　　間

アクアビクス
A 45 5月23日（毎週水曜日） 8：30〜 9：30

B 45 5月24日（毎週木曜日） 13：00〜14：00

リハビリウォーキング教室 C 12 5月28日（毎週月曜日） 14：30〜15：30

水中ウォーキング教室
D 12 5月25日（毎週金曜日） 14：30〜15：30

E 12 5月27日（毎週日曜日） 15：00〜16：00

初心者水泳教室 F 12 5月27日（毎週日曜日） 14：00〜15：00

水泳教室 G 6 5月22日（毎週火曜日） 18：45〜20：00

問
合
先

観
光
課

☎
35
―

３
１
４
５

問
合
先

久
々
野
公
民
館

☎
52
―

３
１
１
２

問
合
先

丹
生
川
支
所

基
盤
産
業
課

☎
78
―

１
１
１
１

問
合
先

飛
驒
民
俗
村

☎
34
―

４
７
１
１
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屋外防災行政無線の内容は電話でもご確認いただけます（有料）　☎ 35–6000

た
だ
い
ま
受
付
中
で
す

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
者
登
録

市
で
は
、
児
童
生
徒
の
登
下
校

の
た
め
に
運
行
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
う
ち
、
利
用
可
能
な
空
き

席
が
あ
る
バ
ス
に
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
（
普
段
、
自
動
車
を
運
転

さ
れ
な
い
方
）、
高
校
生
お
よ
び
各

種
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

な
ど
が
無
料
で
乗
車
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
可

能
な
バ
ス
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

地
域
政
策
課

☎
35
―

３
５
２
４

各
支
所
地
域
振
興
課

時
間
や
乗
降
場
所
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
に
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

地域名 運行区間

高　山 岩滝地区〜東山中

清　見 江黒地区〜清見小

久々野 渚地区〜久々野小

朝　日 秋神地区〜朝日小

高　根 日和田地区〜朝日小

地域名 運行区間

上宝・

奥飛驒

温泉郷

中尾地区〜栃尾小

平湯地区〜栃尾小

荒原地区〜本郷小

双六地区〜北稜中

村上地区〜北稜中

平湯地区〜北稜中

中尾地区〜北稜中

◆利用可能なスクールバス一覧

6月10日㈰に開催される飛驒高山ウルトラマラ
ソンは、市役所をスタートし、美女峠や飛驒高山
スキー場、千光寺などを通って、国府B&G海洋
センター体育館をゴールとする100kmと72km
のマラソンです。全国から参加するランナーを温
かくお迎えするため、市民ボランティアスタッフ
を現在募集しています。

スタッフの業務内容◦ランナーの受付、ランナー
への給水や荷物受渡し�ほか
日時◦ 6 月 9日㈯～ 10日㈰

観光課�☎35―3145申込・問合先

飛驒高山ウルトラマラソン

ボランティア
スタッフ募集

●傍聴は先着順となります。
●�開催日時や場所が変更する場合があります。また議題
等詳細についても担当課へお問い合わせください。

公開予定の委員会・審議会（5月前半分）

開催日 会　議　名 担　当　課

1日㈫
庁議（幹部会）
8:30〜　市役所�4階特別会議室

企画課
☎35-3131

7日㈪
庁議（幹部会）
8:30〜　市役所�4階特別会議室

企画課
☎35-3131

8日㈫
図書館資料選書委員会
10:00〜　市役所�3階301会議室

生涯学習課
☎35-3155

10日㈭

農業委員会
13:30〜　市役所�地下市民ホール

農業委員会事務局
☎35-3141

幼・保・小連携推進協議会
14:00〜� 市役所2階
� 201・202会議室

学校教育課
☎35-3154

14日㈪

庁議（幹部会）
8:30〜　市役所�4階特別会議室

企画課
☎35-3131

一之宮地域審議会
15:00〜　一之宮公民館

地域政策課
☎35-3524

15日㈫
図書館資料選書委員会
10:00〜　市役所�3階301会議室

生涯学習課
☎35-3155

委員会・審議会を公開しています

宝くじの助成事業を活用

可搬ポンプなどを整備
火災時の水利確保や災害時の生活用水として
使用できる耐震性貯水槽を、旧伝習館跡地（上
宝町双六）と留之原公民館（高根町留之原）の 2
カ所に整備しました。
また、耐震性貯水槽の設置に合わせて、「可搬
式小型消防ポンプ一式」を各自主防災組織に貸与
しました。このうち、留之原公民館に設置された
ポンプ一式は、平成 23年度コミュニティ助成事
業（宝くじの助
成事業）を受け
て整備していま
す。宝くじの収
益金は広く社会
のために役立っ
ています。

防災課�☎32―0119問合先

みんなで

応援!!
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平成 24 年度不正大麻・けし撲滅運動実施中（5 月 1 日～ 6 月 30 日）

問合先  健康推進課  ☎35‒3160くらしと健康

健
康
の
教
室
と
相
談

相 談 名 対象となる方 期　日 受 付 時 間 持 ち 物 場　所

母子健康手帳交付 母子健康手帳を受けていない妊婦 8・22 13：15〜13：30
妊娠証明書

上のお子さんの母子健康手帳 市
保
健
セ
ン
タ
ー�

（
☎
35
―
３
１
６
０
）

妊婦教室（第1回）出産予定が24年10月の妊婦 7 13：15〜13：30
母子健康手帳
必要な方は

水分補給のための飲み物

妊婦教室（第2回）出産予定が24年 9月の妊婦 14 13：15〜13：30
妊婦教室（第3回）出産予定が24年 8月の妊婦 21 13：15〜13：30
妊婦教室（第4回）出産予定が24年 7月の妊婦と夫 28 9：15〜 9：30

4 か 月 児 健 診
23年12月21日〜12月31日生まれ 10

13：00〜13：45
母子健康手帳
問診票
バスタオル

24年 1月 1日〜 1月10日生まれ 18
24年 1月11日〜 1月20日生まれ 24

1歳6か月児健診
22年10月 1日〜10月15日生まれ 11

12：30〜13：30
母子健康手帳
問診票22年10月16日〜10月31日生まれ 23

2 歳 児 相 談
22年 4月 1日〜 4月10日生まれ 11

9：15〜 9：45
母子健康手帳・問診票

子ども用フォーク・お手ふき
お茶・歯ブラシ・コップ

22年 4月11日〜 4月20日生まれ 18
22年 4月21日〜 4月30日生まれ 25

3 歳 児 健 診
21年 4月 1日〜 4月15日生まれ 9

12：30〜13：30
母子健康手帳・問診票
尿・歯ブラシ・コップ21年 4月16日〜 4月30日生まれ 16

市 民 健 康 相 談
育児、食生活、生活習慣病などについ
ての悩みや相談ごとのある方

毎週月〜金
（祝日を除く）

9：00〜12：00
乳幼児の相談の方は
母子健康手帳

市保健
センター

毎週木曜日
（祝日を除く）

9：00〜12：00 各支所

5月の特定健診会場（高山市国保）

▪�肺がん検診（胸部レントゲン検査）および健康診査（40歳未満）
も受けられます。
▪�受付時間は午前8時 30分から午前10時 30分までです。
　（�注意：●がついている健診日の受付実施時間は午前 8時 30
分から午前9時 30分です。）

▪�いずれの会場も駐車場が少ないのでご注意ください。
▪�被用者保険（高山市国保以外の健康保険）でも、上記会場で健
診を受けられる場合があります。
　ご加入の健康保険にお尋ねください。

■高山地域
健 診 日 健診会場
5月 9日 水

片野会館（片野町3）5月10日 木
5月11日 金
5月16日 水

石浦町公民館
（石浦うらら館：石浦町5）

5月17日 木
5月18日 金
5月23日 水

三福寺町公民館（三福寺町）5月24日 木
5月25日 金
5月30日 水

松之木公民館（松之木町）
5月31日 木

■国府地域
健 診 日 健診会場
5月 7日 月

上広瀬公民館（上広瀬）
5月 8日 火
5月22日 火

荒城農業体験交流館(八日町）
5月23日 水

■荘川地域
健 診 日 健診会場
5月11日 金 荘川総合センター(新渕）

● 5月14日 月 下野々俣公民館（野々俣）
5月28日 月 荘川体育館（黒谷）

● 5月29日 火 六厩公民館（六厩）

■上宝・奥飛驒温泉郷地域
健 診 日 健診会場
5月15日 火

奥飛驒総合文化センター
(奥飛驒温泉郷村上)

5月16日 水
5月17日 木

■久々野地域
健 診 日 健診会場

● 5月 8日 火 渚体育館（渚）
5月 9日 水 大西体育館（大西）

■丹生川地域
健 診 日 健診会場
5月24日 木

丹生川支所�(坊方)
5月25日 金

のこころの健康相談

ポリオの予防にはポリオワクチンの接種が必要です

5月

精神保健福祉士の相談では、こころの健康を目的とした、家庭や職場での人間
関係の悩みも伺います。
話すだけでも気持ちは軽くなります。「病院に行くのは気がひける」「話を聴い
てほしい」という方、遠慮せずご相談ください。電話による相談も可能です。

○必要なもの　母子健康手帳・予診票（白色）
○料　　　金　無料
※�子どもの定期予防接種は、保護者の同伴が原則です。保護者が同伴できない場合は、
予診票裏面の委任状の記入が必要です。

●ポリオワクチンに関する情報は、厚生労働省ホームページでご案内しています。
　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/polio/index.html

現在、厚生労働省では、不活化ポリオワクチンの導入を検討中ですが、導入は早くても
平成 24年秋頃の予定です。不活化ポリオワクチンの導入まで、ワクチンの接種を待つこ
とは、免疫を持たない人が増えて、国内でポリオの流行が起こってしまう危険性があるため、
おすすめできません。
世界では、今でもポリオの流行している地域があり、渡航者などを介して感染が広がる
可能性があります。ポリオワクチンを接種することが、ポリオを予防する唯一の方法ですの
で、高山市で行う集団接種をご利用ください。

※予約が必要です。
　（相談は無料で、秘密は厳守します）

内　容 相談日 場　所 時　間 予約・問合先

精神科医師に
よる相談

9日�(水） 市保健センター
13:30〜15:00

飛驒保健所
☎33‒1111
（内310）30日�(水） 丹生川支所

精神保健福祉
士による相談

29日（火） 市保健センター 13:30〜15:00
健康推進課
☎35‒3160

住んでみえる地域での接種が原則です
が、他の地域で接種される場合は、ワク
チン準備の関係がありますので健康推進
課までご連絡ください。

ポリオは 41日以上の間隔で 2回接種（6月
は接種日がありません）

集
団
予
防
接
種（
５
月
）の
お
知
ら
せ

地 域 場 所 5 月 受付時間

高　山・一之宮 市 保 健 セ ン タ ー
2・15・17
25・28・30

13：20〜14：20

丹生川 丹生川保健センター 23 １４：００〜１４：３０

清　見 清 見 診 療 所 10 １５：３０〜１６：００

荘　川 荘 川 診 療 所 22 １３：３０〜１３：４５

久々野 久々野保健センター 14 １３：３０〜１４：００

朝　日・高　根 朝 日 保 健 セ ン タ ー 9 １３：２０〜１３：３０

国　府 国 府 保 健 セ ン タ ー 11 １３：１５〜１３：４５

上　宝
栃 尾 診 療 所

24
１３：４５〜１４：００

上 宝 保 健 セ ン タ ー １５：１５〜１５：３０

生後３か月～７歳６か月
未満のお子さんが対象

※ 高山・一之宮地域の場合、日程の前半は混雑が予想されま
すのでご了承ください。 ポリオ
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荒城農業体験交流館体験教室

※なお、陶芸教室は随時受付中です！

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ

郷土資料講座
「荏

え

門
もん

の人たち（一）‒富
とみ

田
た

礼
いや

彦
ひこ

‒」
講師　�桐

きり

山
やま

�吾
ご

朗
ろう

さん（元県立高校教諭）
募集期間　�5月20日㈰まで
定員　�50人（超えた場合は抽選）
受講料　�500円（資料代）
講座の期間　�6月～10月までの毎月

第3木曜日（全5回）
開講時間　�午前10時～11時30分

～おきにいりのぬいぐるみといっしょ～  春のおはなし会スペシャル
お気に入りのぬいぐるみと一緒におはなし会に参加し工作をします。※申込不要、直接会場へ
日時　�5月12日㈯　午後2時～3時� 場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）

文学講座
「万葉集と植物」
講師　�田

た

之
の

本
もと

�克
かつ

己
み

さん（元県立高校教諭）
募集期間　�5月20日㈰まで
定員　50人（超えた場合は抽選）
受講料　500円（資料代）
講座の期間　�6月～10月までの毎月

第1火曜日（全5回）
開講時間　�午前10時～11時30分

古典文学講座
「平家物語（その3）」
講師　�藤

ふじ

守
もり

�頴
えい

章
しょう

さん（元県立高校教諭）
募集期間　�5月20日㈰まで
定員　50人（超えた場合は抽選）
受講料　500円（資料代）
講座の期間　�6月～10月までの毎月

第1金曜日（全5回）
開講時間　�午前10時～11時30分

市営空町駐車場の
特定日
特定日　�4月28日㈯～5月5日㈯
　通常、市図書館「煥章
館」をご利用の方には、2
時間までの無料処理をし
ていますが、この期間は
午後5時まで無料処理を
行いません（午後5時以降
入庫分より行います）。

市図書館「煥
かん

章
しょう

館
かん

」�☎32―3096問合先

24年度 勤労青少年ホーム
第2回講座

申 込
問合先

勤労青少年ホーム
☎32‒0394 FAX35‒2394
Mail：info@takayama-home.jp

MAILTEL FAX

対 象� 市内に在住か在勤で35歳までの方
場 所� 勤労青少年ホーム（花里町1）　※バドミントンのみビッグアリーナ
申込方法� �15日㈫までに来館・ ・ ・ （講座名・登録番号・氏名・住所・電

話番号・年齢記載）　※なお、定員を超えた場合は抽選
※今年度の傷害保険料を納めていない方は1,850円必要です

講　座　名 回
数
定
員

参加料
（材料費）

時　間
受　講　日

6　月 7　月

昼
の
部

水 紅茶教室（香り高いアイスティーの作り方） 1 10 1,500円 13:00〜15:00 11

金 簡単手作りパンとスイーツ 2 16 1,000円 9:30〜12:00 8 6

土 ボクササイズ 3 15 800円 10:00〜11：00 9・16・23

夜　

の　

部

火
エアロビクス 6 20 ― 19:30〜20:30 5・12・19・26 3・10

メイクアップ（夏のスキンケア対策） 3 10 1,000円 19:00〜21:00 5・12・19

水

ボールを使ってピラティス 6 20 300円 19：30〜20：30 6・13・20・27 4・11

簡単手作りパンとスイーツ 5 16 2,500円 19：00〜21：30 6・13・20・27 4

筆ペン・書道 5 15 ― 19：30〜21：00 6・13・20・27 4

木

バドミントン 7 20 900円 20：00〜21：45 7・14・21・28 5・12・19

陶芸 4 20
1回300〜
1,000円程

19：00〜21：00 5・12・19・26

簡単ストレッチ＆美ボディーダンス 6 20 ― 19：30〜20：30 7・14・21・28 5・12

金
お花を生けよう 2 20 2,000円 19：00〜21：00 8 6

楽しい!!初めてのcoffee�life 3 15 1,500円 19：30〜21：00 8・15・22

～おきにいりのぬいぐるみ～  としょかんおとまり会
図書館にあずけたぬいぐるみが、本を借りたりおはなし会をしたりします。後日、ぬいぐるみ

をお返しする際に、その様子を撮った写真をプレゼントします。
日時　5月12日㈯　午後3時～（ぬいぐるみ返却は15日～20日）
場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）� 定員　20人（超えた場合は抽選）
申込方法　5月7日㈪　午後5時までに来館・ TEL

体験教室名 期 日 時 間 定 員 参 加 費 申込期限

グラスアート教室
5月17日、5月31日

6月14日（いずれも木曜日）
午前10時〜正午または
午後7時〜9時30分

各10人 1,600円 5月11日㈭

そば打ち体験教室 5月23日㈬ 午後7時〜9時30分 15人 1,000円 5月16日㈬

お菓子づくり教室 5月24日㈭ 午後1時〜3時30分 8人 1,000円 5月17日㈭

申 込
問合先

荒城農業体験交流館
☎72‒1066 FAX72‒1067

対象　市内在住・在勤の方� 場所　荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法　 （火曜日を除く）・ 　※定員を超えた場合は抽選TEL FAX

煥章館セミナー� 場所：市図書館「煥章館」　申込方法：直接来館　　　　　　　　　（氏名、住所、連絡先など）HPTEL FAX ハガキ

◎図書館の 5 月特集コーナー【一般】空と町のあるき方【児童】おとうさん、おかあさん　ありがとう

ボランティア活動をしている団体に活
動費を助成します。助成額はおおむね
活動費の 1/2（5万円を上限）で、市
ボランティアセンター運営委員会が審
査します。（説明会に参加された団体を
対象とします）
期日　�5 月 16日㈬
時間　�午後 7時
場所　�総合福祉センター（昭和町 2）
申込方法　�5 月 11日㈮までに

ボランティア団体助成事業説明会
申 込
問合先

市社会福祉協議会
☎35‒0294

TEL

飛驒高山の分野や風土の魅力を改
めて見直し、暮らしの豊かさやその持
続について、地元のみなさんとともに考
えるシンポジウムを開催します。
主な参加者　近藤誠一さん（文化庁長
官）、黛まどかさん（俳人）、村尾信尚さん
（大学教授）、挾土秀平さん（左官）�ほか
期日　6月 3日㈰
時間　午後 0時 30分～
場所　�飛驒・世界生活文化センター芸

術堂（千島町）
※入場無料、申込不要です。

第8回 日本再発見塾ｉｎ飛驒高山
「これでいいのか、飛驒高山」

～生活文化を感じる景観、商品化された景観～

日本再発見塾・飛驒高山事務局
☎32‒1004（飛驒産業内）問合先
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語学力の向上と国際理解を深めることを目的に、飛驒高山国際協会が開催し
ます。コンテストの結果を参考に、市民海外派遣事業への派遣者を決定します。

●中学生の部　6 月 2 日㈯　午前 9 時～午後 4 時
●高校生の部　一般の部　6 月 3 日㈰　午前 9 時～午後 1 時
　　　　　　　※いずれの部門も市役所（地下市民ホール）が会場です。

対 象　�市内の中学生、市内在住・在学・在勤の高校生、大学・短大
生および社会人

応 募 方 法　�中・高校生については学校を通じて申し込む
　 　 　 　　�一般の方は 5月 11日㈮までに 、または市 にある応

募用紙に記入し ・ ・
　 　 　 　　※�市民海外派遣事業の対象者は高山市民に限ります。また過

去に派遣された方は派遣の対象となりません。

宇宙（そら）の学校
京都大学飛驒天文台連携講座

平成24年度採用
市職員（国保診療所医師）の募集

平成24年度採用
市非常勤職員（地区社会教育主事）の募集

5 月 21日に観測できる「金
きん

環
かん

日
にっ

食
しょく

」
をはじめ、宇宙や天文について分かり
やすく学びます。
対象　市内在住の小学生親子
期日　5月 19日㈯
時間　午後 1時 30分～ 3時
場所　市民文化会館（昭和町 1）
定員　50人（超えた場合は抽選）
申込方法　5月 9日㈬までに

HPTEL FAX

対象　�55 歳以上で就業意欲のある県内在住
の方／ハローワークに求人登録している
方／マウス操作や文字入力ができる方

定員　20人
期日　�6月 11日㈪～ 28日㈭までの8日間
場所　�飛驒・世界生活文化センター（千島町）
申込方法　市役所および市シルバー人
材センターの窓口にある登録・受講申
込書に記入の上、5月 28 日㈪までに
　��・
申込先　県シルバー人材センター連合会
〒500–8145　岐阜市雲井町 3–12
☎058–249–0228　FAX058–248–9730

申 込
問合先

申 込
問合先

申 込
問合先

生涯学習課
☎35‒3155

総務課
☎35‒3133

総務課
☎35‒3133

大切な人権　あなたも考えてみませんか？　今月は「同和問題」について　詳しくは HP で

募 集
パソコン実務の受講者

県シルバー人材センター連合会
市シルバー人材センター
☎32‒8090

問合先

TEL

初心者を対象に、弓道の基本動作か
ら順番に学んでいきます。
期日　�6月1日～26日までの毎週火・

金曜日（全 8回）
時間　昼の部：午前 10時～正午
　　　夜の部：午後 8時～ 10時
場所　ビッグアリーナ弓道場（中山町）
参加資格　�市民の方（児童・生徒・学生

は除く）、または市内在勤者
定員　�昼の部10人、夜の部15人（超え

た場合は抽選）
参加料　1,000 円（保険料など）
申込方法　�5 月 20 日㈰までにビッグ

アリーナ窓口・

楽しむスポーツ教室
弓道初心者教室

申 込
問合先

㈶高山市体育協会
☎34‒3333

TEL

クライミングウォールの基本テクニッ
ク、登るための技術の確保、ルールや
マナーについて学びます。
対象　�市内在住の高校生以上、または

市内在勤者
期日　�6月 12日㈫、14日㈭の全 2回

（両日講習）
時間　両日とも午後 7時～ 8時 30分
場所　ビッグアリーナ（中山町）
定員　15人（超えた場合は抽選）
参加料　1,000 円（保険料など）
申込方法　�5 月 31 日㈭までにビッグ

アリーナ窓口・

クライミング利用者講習会
申 込
問合先

㈶高山市体育協会
☎34‒3333

英語スピーチコンテスト

◦● 参加者募集 ●◦ 申 込
問合先

飛驒高山国際協会（海外戦略室内）
☎35‒3346 FAX35‒3167
Mail：osd@city.takayama.lg.jp

MAIL

TEL

FAX郵送

HP

FAX郵送

市内の国保診療所で勤務いただける
医師を募集します。
試験区分　医師　1人
診療科　内科・外科・小児科（無床）
年齢　定年 65歳
休診日　土・日・祝日、年末年始
試験案内　市役所 4階総務課
　　　　　各支所地域振興課
申込方法　履歴書に必要事項を記入
し、写真 1枚、医師免許証の写しを添
えて、市役所総務課または各支所地域
振興課の窓口・　�（郵送の場合は封筒
表に「受験申込」と記入）
試験内容　面接試験
※�随時実施しますので申込者に連絡
します

郵送

社会教育活動および地域活動に対す
る経験と熱意があり、簡単なパソコン
操作（ワード、エクセル）のできる方
を募集します。
業務内容　地区社会教育活動に対す
る助言や相談対応など地域の社会教
育全般に関わる事務補助（花里地区）
勤務時間　9：30～16：15　週約30
時間を基本に勤務計画による勤務（休
日：土日祝日、年末年始。会議や行
事など例外あり）
試験区分　地区社会教育主事　1人
試験案内　市役所 4階総務課
　　　　　各支所地域振興課
申込方法　採用試験受験申込書（履歴
票）に必要事項を記入し、写真 1枚を
添えて、市役所総務課または各支所地
域振興課の窓口・　�（郵送の場合は封
筒表に「受験申込」と記入）
試験内容　面接試験
申込受付期間　5月1日㈫～5月11日㈮

郵送
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中橋の夜間通行止め

中橋（市道馬場川原線）は、橋りょう
点検・調査のため、5月 7日㈪から11
日㈮までの間、夜間通行止になります。
規制時間　�▶ 5月 7日㈪～ 9日㈬
　　　　　　午後9時～翌日の午前４時
　　　　　�▶ 5月 10日㈭
　　　　　　午後6時～翌日の午前１時
　　　　　　（なお5月11日は予備日）
利用者の皆様には大変ご不便をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。

期日 時　間 場　所

10㈭
9：00〜12：00

飛驒産業㈱
（漆垣内町）

13：30〜16：30
高山赤十字病院
（天満町3）

21㈪ 13：00〜16：00
久々野支所

（久々野町無数河）

22㈫
9：00〜12：00

高山信用金庫　三福寺支店
（三福寺町）

13：30〜16：30
市役所

（花岡町2）

23㈬
9：00〜11：30

朝日支所
（朝日町万石）

13：00〜16：00
一之宮支所
（一之宮町）

30㈬
9：00〜12：00

中部電力㈱　高山営業所
（七日町３）

13：30〜16：00
丹生川支所

（丹生川町坊方）

申 込
問合先

飛驒口腔保健協議会事務局
（健康推進課内）
☎35‒3160

建設課
☎35‒3147

国や歯科医師会では80歳になっても自分の歯を20本以上保ちましょうという
「8020 運動」を推進しています。
飛驒口腔保健協議会では、平成 22年度より地域の「8020 運動」の達成者

を表彰しています。該当される方は、ぜひご応募ください。

対　　象　�本年 4月 1日現在で 80歳以上の方で、20本以上自分の歯があ
る市内在住者（これまでに表彰を受けられた方を除く）

申込方法　�かかりつけの歯科医や最寄りの歯科医、市休日歯科診療所で 5
月 31日㈭までに歯科検診（無料）を受診してください

※ なお、表彰式は 8 月 18 日㈯
　午後 2 時より市役所地下市民
　ホールで行う予定です

市民活動の相談日　毎週木曜日　午後 2 時～ 4 時　ぷらっとルーム（きりう福祉センター内）

不用品をリフォームし、不用品の再
利用を促進し、ごみの減量化を図りま
す。100 円均一・300 円均一、その
他の製品の 3分類ごとにリフォーム製
品を抽選販売します。
応募資格　高山市民であること。分類
ごとに1人 1点まで応募できます（最
大 3点まで）
応募期間　5月 14日㈪～ 19日㈯
　　　　　午前8時 30分～午後 4時
　　　　　5月 20日㈰
　　　　　午前 10時～正午
抽選　同一製品に応募者が多数ある
場合は、5月 20日㈰午後１時から抽
選を行い、当選された方にはご連絡
します
場所　資源リサイクルセンター内
　　　リフォームセンター（三福寺町）

リフォーム製品フェア
資源リサイクルセンター
☎35‒1244問合先 問合先

◦◦●�5月の献血�●◦◦

各手当の金額が変更します平成24年度

全国消費者物価指数の変動に伴い、各手当の金額が変更となります。変更は
平成 24年 4月分の手当から適用になりますのでご確認ください。
▼金額は月額

手当 これまで 変更後 問合先

児童扶養手当
(全部支給)41,550円 41,430円

子育て支援課
☎35‒3140（一部支給）※所得による

41,540〜9,810円
41,420〜9,780円

特別児童扶養手当
（1級）50,550円 50,400円

福祉課
☎35‒３１３９

（2級）33,670円 33,570円

障害児福祉手当 14,330円 14,280円

特別障害者手当 26,340円 26,260円

福祉手当
（経過措置分）

14,330円 14,280円

●80歳以上で20本以上、健康な歯をお持ちの方へ

●ここが特徴！高山防災ラジオ
◦�スイッチを入れていない場合でも
自動的に電源が入り、緊急放送を
お届けします。
◦�ほかのラジオ局を聴いている場合
でも、その放送に割り込んで、緊
急放送をお届けします。
◦�電源はACアダプタと充電式電池
を利用するので、停電時でも聴くこ
とができます。

こんな時に役立ちます！
緊急地震速報／避難指示・勧
告／クマなどの目撃情報／火災
警報の発令／食中毒警報／市か
らのお知らせ（シティインフォメー
ション・12 時 40 分と午後 5 時
40分に自動起動放送）　ほか

お求めは、最寄りの高山電機商業組
合加盟店の取扱店までどうぞ

緊急情報も自動起動でキャッチ！

問合先 危機管理室
☎35‒3345

高山防災ラジオ
～お申し込みはお済みですか～

8020運動達成者表彰を行います
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TEL

「みんなの市民活動」毎週水曜日　午前 11 時 30 分からヒッツ FM で放送中

●司法書士無料法律相談
司法書士会高山支部による法律相談所
期日　5月 19日㈯
時間　午後 1時～ 5時
場所　市民文化会館（昭和町 1）
申込方法　事前に

期日 指定工事事業者 電　話

3㈷ ㈲寺田設備 36‒3001

4㈷ 峠産業㈱ 32‒0778

5㈯ ㈲うりだ 32‒4568

6㈰ 橋戸水道工業所 32‒3481

12㈯ ㈲村崎設備 32‒6462

13㈰ ㈱岩佐鉄工所 33‒5588

19㈯ ㈲松野水道工事店 33‒0546

20㈰ ㈱伊千呂 33‒0222

26㈯ 飛驒冷凍空調㈱ 33‒8212

27㈰ 高橋建設㈱ 33‒6800

期日 指定工事事業者 電　話

3㈷ ㈲下形設備 72‒3009

4㈷・ 5㈯
6㈰

㈲森本配管工事店 72‒3067

12㈯・13㈰ 吉本設備㈲ 72‒3323

19㈯・20㈰ ㈲八賀設備 72‒2939

26㈯・27㈰ ㈲下形設備 72‒3009

期日 指定工事事業者 電　話

3㈷・ 4㈷
5㈯・ 6㈰

㈲大下工業所 0578‒86‒2331

12㈯・13㈰ ㈲大下設備工業 0578‒86‒2413

19㈯・20㈰ ㈲中本設備 0578‒86‒2606

26㈯・27㈰ ㈲大下工業所 0578‒86‒2331

期日 指定工事事業者 電　話

3㈷・ 4㈷
5㈯・ 6㈰
12㈯・13㈰

㈲大道石油 55‒3074

19㈯・20㈰
26㈯・27㈰

㈲朝日電気工事商会 55‒3061

期日 指定工事事業者 電　話

3㈷・ 4㈷
5㈯・ 6㈰

㈲山本商会 52‒3131

12㈯・13㈰
19㈯・20㈰

㈲洞口住設 52‒3284

26㈯・27㈰ アクシス 52‒0020

期日 指定工事事業者 電　話

5
月
中�

㈯
㈰
㈷

丹生川／㈲こがいと設備 78‒1552

一之宮／㈲岩西石油 53‒2038

清　見／㈲橋詰設備
　　　　㈲梅地土建

68‒2109
68‒2614

荘　川／㈲奥美濃設備
　　　　㈲橋詰設備

05769‒2‒2460
68‒2109

申 込
問合先

岐阜県司法書士会事務局
☎058‒248‒1715

●休日診療などのお知らせ〔5月〕��問合先��医療課��☎35―3177

水道工事当番店〔5月〕��問合先��上水道課��☎35―3149

●休日・夜間などの急病の場合、受診できる医療機関を知りたいときは高山地域救急医療情報センターまで電話してください� 〔☎ 0577‒34‒3799〕
●高山市民の方は、看護師や医師などに24時間 365日、電話で医療相談ができます（通話料・相談料無料、携帯電話使用可）� 〔☎ 0120‒54‒7830〕

●メーター器の上に物を置かないでください。
●検針にご協力をお願いします。
●支所地域の宅内修繕は、施工した工事店へご連絡ください。

高山地域 朝日・高根地域

久々野地域

その他支所地域

国府地域

上宝・奥飛驒温泉郷地域

診 療 名 対象となる方 期 日 受付時間 持 ち 物 場 所

医科診療 休日に急病になった方
3・4・5・6・
13・20・27

8:30〜11:30
13:00〜14:30 健康保険証

医療受給者証（受給者のみ）
フッ素塗布：1,050円

高山市休日診療所
（市保健センター内）

☎35‒3175歯科診療
日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

6・13・20・27 8:30〜11:30

小児夜間診療 夜間に急病になった小児の方 11・18・25 20:00〜21:30
健康保険証
医療受給者証

小児夜間初期救急診療室
（久美愛厚生病院内）

☎32‒1115

自動車税は
5月31日までに
自動車税は5月31日㈭までに必ず納めてください。自動車税は、教育や福祉など行政サー

ビスを行うための大切な財源です。
金融機関の窓口、コンビニエンスストアでの納付のほか、パソコンや携帯電話を利用して、

ご自宅や外出先からクレジットカードによるネット納付もできます。
詳しくは納税通知書（5月 7日発送予定）をご確認ください。

岐阜県自動車税事務所 ☎058‒279‒3781　
岐 阜 県 税 務 課 ☎058‒272‒1111㈹問合先

●不動産無料相談
宅建協会飛驒支部による相談所
期日　5月 8日㈫
時間　午後 1時～ 3時
場所　�宅建協会飛驒支部事務所（総

和町 2）
申込方法　直接会場へ

申 込
問合先

岐阜県宅地建物取引業協会飛驒支部
☎36‒1396

市長室へようこそ
●市民と市長の面談日
　※事前にご予約ください

5月9日㈬
午前8時30分～正午

問合先 秘書課
☎35‒3130

また、始業前の時間も市役所の市長室を「市民と市長の対話の場」
として開放しています。お気軽にお越しください。

●開放時間／午前7時すぎから8時 30分まで
　※出張や特別な行事がある場合を除きます（月〜金曜日）

市長室直通FAXもご利用ください◦ＦＡＸ32–7000
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ヒッツＦＭで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

障がい者就労相談

市地域自立支援協議会では、障が
いのある方から就労に関する相談を受
け付けています。「働きたいけど、どうし
たらいいか分からない」「働きたいけど
自信がない」などの相談に、就労支援
事業者などが相談に応じますので、気
軽にご利用ください。
なお、相談は障がいの種別は問いま
せん（予約の方が優先になります）。
期日　�5 月 15日㈫
時間　�午後 1時～ 3時 30分
場所　�市役所（花岡町 2）

問合先 福祉課
☎35‒3139お し ら せ

5月 1日㈫ 野麦峠山開き（高根町）
3日㈷ 憲法記念日
4日㈷ みどりの日
5日㈷ こどもの日

12日㈯ リサイクル資源回収（南小PTA、三枝小ＰＴ
Ａ、花里小ＰＴＡ）

13日㈰ リサイクル資源回収（荘川小中連合ＰＴＡ、
本郷小ＰＴＡ）

15日㈫ 乗鞍岳山開き祭（丹生川町）

19日㈯ リサイクル資源回収（山王小PTA、江名子小
ＰＴＡ、国府小ＰＴＡ）

20日㈰ 乗鞍山麓五色ヶ原の森開山祭（丹生川町）
野麦峠まつり（高根町）
リサイクル資源回収（栃尾小ＰＴＡ）

23日㈬ 高山市戦没者追悼式（市民文化会館）

26日㈯ リサイクル資源回収（岩滝小ＰＴＡ、丹生川
小ＰＴＡ、中山中ＰＴＡ）

27日㈰ リサイクル資源回収（朝日小PTA、朝日中
PTA）

《今後の予定》�リサイクル資源回収（東山中PTA・6月2日）
リサイクル資源回収（荘川小ＰＴＡ・6月7日・アルミ缶のみ）

リサイクル資源回収（新宮小ＰＴＡ・6月9日）

知的障害者相談員による相談会

知的障がい者やその家族を対象とし
て、岐阜県から委託を受けた知的障害
者相談員が家庭における養育、生活な
どに関する相談に応じます。予約の方
が優先になります（予約は随時、福祉
課で受け付けています）。
期日　�5 月 19日㈯
時間　�午後 1時～ 3時
場所　�市役所（花岡町 2）

問合先 福祉課
☎35‒3139

各種相談窓口をご利用ください（5月）

5月のこよみ
※高山地域の結婚相談は、毎週火曜日の第1・3・5週は午後0時30分〜3時30分、第2・4週は午後5時30分〜8時30分

地域 行政相談 心配ごと・結婚相談 人権相談 ハローワーク巡回相談

高　山 毎週水・金曜日／午後1時〜4時／総合福祉センター　※結婚相談は別日
4日㈮は休館日のため休み

平日／午前8時30分〜午後5時15分／
市役所本庁2階

丹生川 18日㈮／午後1時〜4時／
丹生川支所

16日㈬／午後6時〜9時／
丹生川福祉センター

7日㈪／午後1時〜3時／
丹生川支所

清　見 10日㈭／午前9時〜正午／きよみ館（清見支所）
21日㈪／午後1時〜3時／
きよみ館（清見支所）

荘　川 9日㈬／午後1時〜4時／荘川福祉センター
25日㈮／午後1時〜3時／
荘川総合センター（荘川支所）

一之宮 3日㈭／午後6時〜9時／一之宮支所
10日㈭／午後1時〜3時／

一之宮支所

久々野 16日㈬／午後6時30分〜9時30分／久々野支所
11日㈮／午後1時〜3時／

久々野支所

朝　日 16日㈬／午後6時〜9時／朝日支所
17日㈭／午後1時〜3時／

朝日支所

高　根 14日㈪／午前9時〜正午／高根福祉センター
14日㈪／午後1時〜3時／

高根支所

国　府 2日㈬／午後1時〜4時／
こくふ交流センター（国府支所）

16日㈬／午後6時30分〜9時30分／
こくふ交流センター（国府支所）

2日㈬／午後1時〜4時／
こくふ交流センター（国府支所）

18日㈮／午後1時〜3時／
こくふ交流センター（国府支所）

上　宝
奥飛驒温泉郷

9日㈬／午後1時〜4時／
上宝支所

24日㈭／午後1時〜3時／
上宝支所

遺児激励金を支給します

市では、病気や交通事故などにより
親を失った遺児に対して、毎年激励金
を支給しています。
対象　4月 1日現在で市内に在住する
義務教育終了前、または高等学校在学
中（19歳未満）の遺児
届出方法　子育て支援課、または各支
所地域振興課の窓口で届出（なお昨
年度、激励金の支給を受けた方は届出
不要です）
必要書類　印鑑、死亡が確認できる書
類、高等学校在学証明書
届出期限　5月 25日㈮まで

申 込
問合先

子育て支援課
☎35‒3140

ニコニコは「なかよくしよう」のあいずだよ 5月5日から5月11日は
児童福祉週間です
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同館にある応募用紙に必要事項を記入のう
え、5月23日㈬までに窓口・　�・　�で申し込
みください。
―活動内容の説明会・研修会を開催します―
学芸員と一緒に「まちの博物館」を巡る見
学会を行います。�〔どなたでも参加できます〕
5月20日㈰ 午後1時30分から（申込不要、直接来館）

人
の
魅
力
、ま
ち
の
魅
力
、高
山
の
魅
力

第
十
章�

学
問
と
文
芸

利用のご案内まちの博物館「ボランティアガイドの募集」
◆開館時間� 展示室� 午前 9時～午後 7時
� 研修室� 午前 9時～午後 9時
� 庭　園� 午前 7時～午後 9時
◆休 館 日� 無休（臨時休館 6月 19日）� ◆観 覧 料� 無料
◆駐 車 場� 空町駐車場（市民の方は 2時間無料です※証明書要）
〒506–0844� 高山市上一之町75　☎32–1205　FAX35–1970
� （まちなみバス「まちの博物館前」下車すぐ）

永
田
酒
蔵
2
階
展
示
室
で
は
、
学
問
と
文
芸

の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
中
頃
に
は
加
藤
歩ほ

簫し
ょ
う

が
俳
諧
結
社

「
雲う

ん

橋き
ょ
う

社し
ゃ

」
を
創
設
し
、
飛
驒
文
教
の
振
興
に

尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
父
の
私
塾
を
継
承
し
、

後
に
活
躍
す
る
赤
田
臥が

牛ぎ
ゅ
う

や
田
中
大
秀
な
ど
を

輩
出
し
ま
す
。

臥
牛
は
飛
驒
の
教
育
の
先
駆
者
と
も
い
え
る

人
物
で
す
。
館た

ち

柳り
ゅ
う

湾わ
ん

や
勝
久
寺
の
雪せ

っ

峰ぽ
う

和
尚
ら

に
師
事
し
、
飛
驒
で
初
め
て
の
学
問
所
「
静
修

館
」
を
開
き
ま
し
た
。
儒
学
な
ど
の
講
義
を
行

い
、
多
く
の
人
た
ち
に
学
問
の
道
を
開
い
た
の

で
す
。
臥
牛
、
章し

ょ
う

斉さ
い

、
誠せ

い

軒け
ん

と
3
代
に
わ
た
り

引
継
が
れ
た
静
修
館
は
、
幕
末
ま
で
飛
驒
の
教

育
の
中
心
で
し
た
。

大
秀
は
国
学
と
和
歌
を
好
み
、
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

に

師
事
し
ま
す
。
飛
驒
に
初
め
て
国
学
を
伝
え
、

竹
取
翁
物
語
解

古
典
研
究
で
す
ぐ
れ
た
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

「
竹
取
物
語
」の
注
釈
で
あ
る「
竹
取
翁
物
語
解
」

は
、
現
在
も
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

展
示
室
に
は
、
歌
人
と
し
て
も
著
名
な
室
町

時
代
の
国
司
姉あ

ね
が

小こ
う

路じ

基も
と

綱つ
な

の
和
歌
を
は
じ
め
、

長
谷
川
忠た

だ

崇た
か

が
編
纂
し
た
「
飛
州
志
」、
富
田

礼い
や

彦ひ
こ

が
編
纂
し
た
「
斐
太
後
風
土
記
」、
俳
句

を
よ
く
し
、
飛
驒
で
初
め
て
渡
米
し
た
加
藤
素そ

毛も
う

の
渡
海
記
録
、
幕
末
の
三
舟
と
呼
ば
れ
た
山

岡
鉄て

っ

舟し
ゅ
う

な
ど
の
資
料
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
彼

ら
の
作
品
や
事
蹟
は
、
現
在
の
高
山
の
高
い
文

化
性
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
飛
驒
の
学
問
と
文
芸
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先

ま
ち
の
博
物
館

☎
32
―

１
２
０
５

５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
「
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
（
全
共
）」
は
、
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
言

わ
れ
る
全
国
規
模
の
和
牛
品
評
会
で
、
今
年
は
10
月

に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
過
去
２
回
（
平
成
14
・
19
年
）
の
全
共
で
、

飛
驒
牛
が
肉
質
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得

し
て
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
和
牛
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
２
連
覇
の
飛
驒
牛
は
、
ま
さ
に
10
年
間

も
の
長
期
に
わ
た
り
、
日
本
一
の
金
メ
ダ
ル
保
持
牛

だ
っ
た
の
で
す
。
今
年
の
長
崎
全
共
で
飛
驒
牛
が
日

本
一
を
獲
得
す
る
と
、
さ
ら
に
５
年
間
、
日
本
一
の

ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
売
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

全
国
の
畜
産
農
家
は
「
打
倒
飛
驒
牛
」
を
掲
げ
、

長
崎
全
共
に
臨
ん
で
き
ま
す
。
対
す
る
我
ら
が
飛
驒

牛
・
畜
産
農
家
の
皆
様
も
「
３
連
覇
」
を
目
指
し
、

日
夜
飼
育
や
調
教
な
ど
に
余
念
あ
り
ま
せ
ん
。

改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
飛
驒
牛
３
連

覇
は
決
し
て
畜
産
農
家
の
皆
様
だ
け
の
関
心
事
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
飛
驒
牛
に
関
わ
る
多
く
の
企
業
や

団
体
、
そ
し
て
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上
な

ど
、
非
常
に
裾
野
の
広
い
事
柄
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
飛
驒

地
域
の
浮
沈
に
関
わ
る
「
飛
驒
牛
３
連
覇
」
の
本
意

を
十
分
に
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
ひ
と
つ
こ
こ
ろ

で
飛
驒
牛
を
応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

高
山
市
長

飛
驒
牛
３
連
覇
に
向
け
て

地
域
が
ひ
と
つ
こ
こ
ろ
で

市 長
だより⑦
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古紙パルプ配合率100％再生紙を使用
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まち博へ
行こう

新たな発見が
生まれる

郷土の歴史を
学ぶ

伝統文化を
継承する

気軽に自由に
過ごす

城下町高山の新しい交流拠点「飛驒高山ま
ちの博物館」
その収蔵品を紐解くと、現在に生きるわた
したちと過去の先人たちのと、刻を超えた出
会いが待っています。
広報たかやまでは、収蔵品とそれにまつわ
るエピソードを紹介していきます。




